
「新しい防災のカタチ」
〜⾼齢者を原動⼒とした地域防災⼒アップを⽬指して〜

団地の未来プロジェクト

資料8-１

防災プロジェクトへの意識作りの場

■目的

■プログラムの流れ

⾼齢者が最初に防災をしっかり学び、学んだ防災の知識や技を⼦どもたちに伝
えつつ、更に楽しみながら学べる防災教育の場をつくり・育てることをめざし
た多世代交流のまちづくりプログラム。

ステップ０

ステップ１

ステップ２

⾼齢者が楽しみながら伝わる防災の
知識や技を学び、講習を受講された
⽅を防災インストラクターに認定。

「地震イツモ講座」の実施

防災インストラクターの募集・
認定講習会の実施

⼩学校で⾏う児童のための課外授
業の実施

ステップ１で学んだ防災インストラ
クターが児童に防災の知識や技をわ
かりやすく伝える。

定 着 ⼩学校での出張授業の定期実施多世代で防災に取り組める地域へ
地域活動への展開

※講師は「防災の⽇常化」をテーマに掲げて活動するNPO法⼈プラス・アーツが担当した。



■地震イツモ講座

・洋光台北団地集会所と洋光台地域ケアプ
ラザにて実施。

・２回の実施で約40名の⽅が受講

・地域のイベントで⾒かけない⽅の参加も
みられた。

■防災インストラクター募集・

認定講習会の実施

・⾼齢者を中⼼に１０名の⽅が防災インス
トラクターに認定。

・防災インストラクター認定講習会と
⼩学校での授業を想定した研修会を実施。

お揃いの
ユニフォームを
着て実施します。



■防災授業の実施

・洋光台第２⼩学校６年⽣（３クラス）の
授業として実施

・応急⼿当や⽑布で担架にするワーク
ショップを実施

応急⼿当ワークショップ

⽑布で担架ワークショップ

■今後の展望

定 着

⼩学校での
出張授業の
定期実施

多世代で防災に
取り組める地域へ

プレイパークや
サークル活動など
地域活動として展開

地域活動へ
の展開


